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礼拝説教（2018 年 10 月 28 日） 

説教者：中村信哉 

何をするにも神の栄光のために 
コリント人への手紙第一 10 章 23-11 章 1 節 

 

はじめに 

 今日の聖書箇所は、聖書に明確に禁じられていない事や明確に命じられていない事を、

クリスチャンはどのように判断していけばよいのかを教えています。聖書に、禁じられて

も命じられてもいないこと、というのは沢山あります。聖書は、私たちの生活のすべての

問題を取り扱っているわけではありません。私たちは、それぞれの生活の具体的な問題を、

クリスチャンとして考え、選び取っていかなければなりません。聖書に明確に禁じられて

も命じられてもいない具体的な問題を、私たちはどのような基準で考えていけばよいので

しょうか。 

 

1．すべてのことが許されている 

 23 節に「すべてのことが許されている」とあります。私たちクリスチャンは、聖書に明確に

禁じられていない事や明確に命じられていない事に関しては、基本的に自由です。どの道

を選択しても構わないのです。 

 しかし私たちは、聖書が明確に禁じている事や明確に命じている事に関しては、自由で

はありません。私たちは聖書に従わなければなりません。クリスチャンになったからとい

って、律法を守らなくてよいわけではありません。私たちは、律法を守ることによっては

救われません。しかし、律法を守らなくてよいわけではありません。クリスチャンになっ

たからといって、盗んでもよいとか殺してもよいとか姦淫してもよいということにはなり

ません。私たちは、救われるために律法を守ることはしませんが、救われたからこそより

一層厳格に律法を守らなければなりません。 

安息日の礼拝に関してはどうでしょうか。安息日の礼拝は、守っても守らなくてもよい

ものではありません。礼拝には行ける時に行けばよい、説教を聞きたい時に行けばよい、

人に会いたい時に行けばよい、予定が何もない時に行けばよいというものではありません。

盗んだり殺したり姦淫したりしてはいけないように、安息日の礼拝も守らなければならな

いものです。 

「すべてのことが許されている」というのは、律法を守らなくてよいということではあ

りません。私たちが自由なのは、聖書に明確に禁じられていない事や明確に命じられてい

ない事に関して、です。聖書に明確に禁じられている事や明確に命じられていることは、

私たちは厳格に従わなければなりません。 
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2．偶像に献げられた肉を食べてよい場合と食べてはいけない場合 

 コリント教会は、偶像に献げられた肉を食べてよいかという問題を抱えていました。コ

リントの町には、偶像の神殿があって、そこで宗教儀式として動物の肉が献げられ、その

肉を偶像の信者たちが皆で食べたのです。そして、その儀式で余った肉は、町の市場で食

品として売られたのです。そして人々は、その肉を市場で買い、家で料理をして食べたの

です。 

 コリントの町のクリスチャンたちは、この肉を食べてよいか悩んだのです。パウロはこ

の問題について、次のように答えています。①クリスチャンが偶像の神殿での宗教儀式に

参加して、その肉を食べてはならない。それは悪霊と交わることになるからです（10：

14-22）。②良心が弱いクリスチャンがその肉を食べる姿を見て、つまずく場合は食べては

ならない（8：7-13）。③市場で売られている肉は、食料品として売られている肉なので食

べてもよい（10：25）。④未信者の家に招待されて、その肉が料理されて出された場合は

食べてもよい（10：27）。 

 パウロは、偶像に献げられた肉は、宗教儀式と直接結びついていない場合やクリスチャ

ンをつまずかせなければ、食べてもかまわないと考えたのです。 

宗教儀式と直接結びついている時の食事は、悪霊と交わる偶像礼拝になります。偶像礼

拝は、明確に律法で禁じられていることです。しかし、宗教儀式と直接結びついていない

市場の食料品として売られている肉や未信者の家で御馳走として出された肉は、ただの肉

ですから食べてもかまわないのです。 

神様は唯一で、偶像の神など実際には存在しませんから、宗教儀式と直接結びついてい

ない肉は、ただの肉です。 

パウロは食べ物について、このように言いました。「食物は、信仰があり、真理を知っている

人々が感謝して受けるように、神が造られたものです。神が造られたものはすべて良いもので、感

謝して受けるとき、捨てるべきものは何もありません。神のことばと祈りによって、聖なるものとされ

るからです」（Ⅰテモテ 4：3-5）。私たちクリスチャンは、基本的にどんな食べ物でも食べてよ

いのです。すべての食べ物は神様が造られた良いものだからです。私たちは、神様に感謝

して、美味しい食べ物を食べて楽しむことが許されているのです。 

 

3．自分の利益ではなく、神の栄光と人々の救いのために 

 何度も言いますが、しかしそれが偶像の宗教儀式と直接結びついている場合は、食べて

はならないのです。例えば、偶像の神殿で食べる場合です。しかし、宗教儀式とは関係な

く、自分の家や人の家で食べる分には、いくら偶像に献げた肉であっても自由に食べてよ

いのです。それは単なる食品の肉であり、ご馳走だからです。それを食べて楽しむことは

自由であり、許されているのです。 

 しかし、たとえ家で食べる場合であっても、未信者への伝道の妨げになる場合は食べて

はならないのです。例えば、未信者の家に食事に招かれた時、「これは偶像に献げた肉です」
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と勧められた場合、未信者の人は「これは偶像に献げた肉ですから、食べたら御利益があ

りますよ、厄払いになりますよ」という意味で勧めてきます。その場合にもしクリスチャ

ンがその肉を食べたら、クリスチャンも偶像の神の御利益を信じているのかと思われてし

まいます。それは明らかに、未信者への伝道の妨げになります。 

  

 31 節でパウロは、「あなたがたは、食べるにも飲むにも、何をするにも、すべて神の栄光を現わ

すためにしなさい」と言います。私たちは何を食べるか、何を飲むかは基本的に自由です。す

べては神様が造られた良いものだから、何を食べても、何を飲んでもよいのです。しかし

私たちは、その自由が神様の栄光を現わすことになるかを考えなければなりません。 

 もし私たちが何かを食べることや飲むことで、誰かをつまずかせるなら、それは神様の

栄光を現わすことにはなりません。 

 もし私たちが何かを食べることや飲むことで、誰かを救うことになるなら、それは神様

の栄光を現わすことになります。 

 私たちの生活には、聖書に明確に禁じられていない事や明確に命じられていない事が沢

山あります。私たちはそれぞれの具体的な問題を、クリスチャンとして考え、選び取って

いかなければなりません。その時に、私たちは何を基準に考えたらよいのでしょうか。 

 それは、自分の利益になるかどうかではありません。自分にとって得になるかどうかで

はありません。自分の利益や損得で物事を判断していくのは、クリスチャンのあり方では

ありません。そうではなく、それが神様の栄光を現わすことになるかどうかです。クリス

チャンは、それぞれの具体的な問題で判断に迷った時は、自分の利益や損得で考えるので

はなく、神様の栄光を現わすかどうかを考えなければなりません。それは具体的に、どの

道が神様を喜ばせることになるかを考えることです。神様は、人をつまずかせることを喜

ばれません。また神様は、人が救われることを喜ばれます。 

 私たちクリスチャンが物事を判断する基準は、自分の利益や損得、自分がやりたいかや

りたくないかではなく、それが神様の栄光を現わすかどうか、神様を喜ばせるかどうか、

人をつまずかせないかどうか、人を救うことになるかどうか、なのです。 

 

おわりに 

 私たちクリスチャンは、聖書に明確に禁じられていない事や明確に命じられていない事

に関しては、自由です。「すべてのことが許されている」のです。しかし私たちは、その自

由を、自分の利益のために用いてはいけません。私たちの自由は、神様の栄光のために用

いていかなければなりません。私たちの自由で、人をつまずかせてはいけません。私たち

の自由は、伝道のため、人を救うために用いていかなければなりません。 

 11 章 1 節でパウロは、「私がキリストに倣う者であるように、あなたがたも私に倣う者でありな

さい」と言いました。イエス様は常に、神様の栄光のため、人々の救いのために生きられま

した。私たちが物事の判断に迷う時には、イエス様ならどうするかを考えなければなりま
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せん。まさに WWJD（What Would Jesus Do）です。私たちの生活のすべてにおいて、

神様の栄光を求めていきましょう。 


